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8．UnitedKingdom．Department for Culture，Media and sport．Frame






























11．New York Public Library2004AnnualReport
12．菅谷明子「未来をっくる図書館」岩波書店　2003年（岩波新書新赤版837）
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ら提供し、続けていたという実績があったためであると言われている。
学術図書館の一つであるScienceIndustry Business Library（SIBL：
科学産業ビジネス図書館）は科学とビジネス情報の提供を専門とする図書
館である。広告、金融、化学、コンピュータ、経営、特許、商標、マーケ
ティングなどの資料やデータベースをそろえている。サービスは文献や情
報提供、講座、ビジネスカウンセリング、スペースレンタル、ネットワー
ク接続サービスなど起業やビジネスの環境整備をしている。
これらはニューヨークパブリックライブラリーの一例であるが、「図書
館に行けばなんとかなる」という意識が市民にも定着している。日本の公
共図書館では資料の提供が中心ではあるが、生活や仕事に必要な情報であ
ればすぐに提供するというところが、日本と米英の図書館との大きな違い
であろう。
また、Idea Storeのように図書館をブランドとして確立しているとこ
ろは斬新であり、見習うべき点であると思われる。
11．情報リテラシー支援サービス
情報リテラシーとは個人が独力で自分にとって必要な情報を探し、評価
を行ない、まとめた上で、文書やコンピュータで表現する能力のことであ
る。公共図書館では「情報検索講習会」「情報の探し方講習会」という名
称の講座が開催されるようになってきている。先日東京都立中央図書館を
訪ねたところ、蔵書検索システムの講習会、さらに自然科学のフロアーで
は「癌に関する本」の探し方講習会も開催されていた。上田情報情報ライ
ブラリーでもたびたび開催されている。このサービスの背景には情報過多
や低品質な情報の氾濫のなかで自分にとって必要な情報をいかに効率的に
探すことが一人一人に要求されるようになってきていること。さらにこの
ような能力をもっているのは司書という専門家であることが少しずつ認知
されてきたということであろう。
ここまで図書館の中心に述べてきたが、「学問としての図書館情報学」
を紹介する。
［202］
12．図書館情報学
図書館情報学の原則は「図書館の現場でおきていることの問題解決」で
ある。図書館の現場でおきる問題を研究している。その成果を再び現場に
反映させることが目的である。研究の担い手は大学にいる研究者（教員）
または図書館員であることが多い。実践的な性格をもっ学問である。
「図書館情報学」とは図書館学と情報学という本来別に発展したきた学
問が融合した学問の体系をいう。
図書館学は19世紀末から欧米の公共図書館発達に併せて発展を遂げた。資
料の整理・保管・提供などの技術が必要とされ、図書館学校も開設された。
一方、情報学は科学や技術に必要な情報の流通という観点から研究され
てきた。第2次世界大戦以降はコンピュータを利用したデータベースの構
築や検索の理論や技術の研究が急速に進展した。これは米ソ冷戦の影響で、
アメリカが国家として科学技術、特に軍事技術の発展に力を入れ、そのな
かで科学技術情報の効率的な蓄積と利用が目指されたからである。
やがて図書館学にもコンピュータを利用した図書館データベースの構築
が検討・導入されはじめる。さらに近年のインターネットの普及に伴う情
報化の進展が両者を融合させた。情報の収集・組織化・蓄積・提供という
観点からすると両者は共通点も多い。融合したのは自然な流れであったと
言える。
研究手法としては社会調査法（アンケートやインタビュー）や統計学を
援用されることが多い。例えば「浦安市立図書館はなぜ質の高いサービス
ができるのか」というリサーチクエスチョンを設定したとする。それを実
際に確認するために職員に対する聞き取り調査を実施する。だれがリーダー
なのか。複数の職員にインタビューすることで中心的な職員が判明する。
さらにモデル化して他の図書館に適用するということが行なわれる。
また、図書館に関係する法律、政治、歴史、社会との関連を追及する研
究も多数行なわれている。政治との関連性を探る研究では地方議会におけ
る図書館に関する議員の質問を分析し、党派毎の図書館への意識を探るこ
とも研究として実施されている。その他分野は以下の通りである。
社会や組織内のコミュニケーションの問題一例えば企業の情報システム
も研究されている。
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情報検索技術やデータベースの開発一最近はテキストだけでなく、画像
や動画を蓄積し、検索することが可能なデータベースも開発されている。
また多言語にわたる検索システムも研究されている。例えば日本語で中国
語データベースを検索し、結果を日本語に翻訳して返すことも実用化され
つつある。
具体的な開発だけでなぐ情報についての新しい概念を生み出すことも図
書館情報学の大切な役割である。
図5　Memex SYStem
例えば図5のMEMEX（ミミックス）システム。これは1945年にアメ
リカのVannevar Bush　という科学者が構想したシステムである。自分の
探したい文書ファイルを順に探すのではなく自由自在にファイル間を検索
できる仕組みである。現在のインターネットのハイパーリンクの原型となっ
た概念である。このような知的情報処理モデルを創造することも大切な役
割である。
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13．図書館情報学の特徴
図書館情報学の特徴をまとめると以下のように表現される。
（彰社会における情報全般のあり方を研究している。
②「情報」イコール「インターネット」「コンピュータ」ではない。あ
くまでも手段、環境として捉えている。
③技術の進歩だけでは社会の発展には結びっかない。どのように利用す
るかを追求している。
④図書館の現場における問題解決
14．結論
文化とは人間の創造力とその成果であるという定義に戻ると、どのよう
な結論を導きだすことができるだろうか。人間の基本的な社会過程はコミュ
ニケーションである。このコミュニケーションが正常に機能していること
が社会の正常な成立ちに必要である。そして文化の発展には人間の創造力
を助けるコミュニケーション、特に「情報を送る側は情報を受け取る側が
望む情報およびメディア、そして受け取る際の状況を考えて伝達すること」
が重要である。創造するということは先人が伝えてきた知識総体を理解し、
受け入ることから始まるからである。その知識の保存庫としての図書館は
そのコミュニケーション過程に多いに貢献してきた。
今後図書館が文化の創造に貢献していくためにはより新しい発想が必要
であろう。情報格差を解消し、良質なコミュニケーションを促進する場と
しての図書館という位置付けをすると様々な発想が可能になる。情報の受
け取り方はひとり一人異なっている。そのためには資料中心、の機関から、
人間が生活し創造していくために必要な情報提供を行なう機関へ変化する
ことがポイントである。また、情報を受け取りやすい環境づくりも求めら
れている。それはIdea Store　やニューヨークパブリックライブラリーが
証明している。
図書館情報学ではコンピュータ・インターネットとは手段であり、環境
であるという基本認識に立っている。データベースのような応用技術の開
発とともに、Memexのような知的情報処理モデルを創造していことも重
要であろう。今後も社会の様々な側面での貢献が要求されるであろうが、
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人間の生活、特に知的創造への支援というところに研究の中心が移行して
いくことが期待される。
15．最後に　－2004年7月の新潟県三条市豪雨災害からの教訓－
この惨事では9名もの犠牲者を出している。問題点として市から避難勧
告が市民に対して十分に伝わらなかったことが原因とされている。
市は広報車を出し、避難が必要な地区に連絡したと主張していたが、広
報車の拡声器からの呼び掛けは雨音にかき消され、避難対象ではない地区
に間違って連絡をするなど、適切な避難勧告ができなかったと言われてい
る。これも一種の情報格差である。
このような悲劇から思うことは社会コミュニケーションの基本ルール
「情報を送る側は情報を受け取る側が望む情報およびメディア、そして受
け取る際の状況を考えて伝達すること」が正確に理解され、実行されてい
ればこのようなことは防げたのではないかと思うのである。このようなこ
とを聞くたびに情報や伝達という行為そのものへ理解が必要であると痛感
する。図書館情報学は災害情報の伝達も研究の範囲にある。この分野の専
門家として、もっとその成果を社会に伝えていかなければと考える。現場
の図書館はこのような緊急情報の提供はしていないが、情報の特性や理解
を進めるために一層の努力が必要ではないだろうか。（了）
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